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市政だより 人口の動き 法律相談日

ι 
9月1固ま在 者]月比

10月18日 (木)

ゐι 
人口 58，490十355

9時30分 ~15時、 男 28，171+200 
女 30，319+155 市役所市民相談室

世帯数15，542+81 お気軽にどうぞ
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〉合 室 15畳の大広間

心身の{建議と議絞めま議選を
市民にレクリエーションの場を提供して、みなさん

の健全な心身の健康と福祉の増進を図るための施設と

して、小浜おおむら荘(小浜町南本町 159番地、小浜

警察署裏)が設置され、10月1日から使用できるよう

になりました。

おおむら荘の建物は木造 2階建特殊スレー ト葺で

1階に15畳と12畳半の大部屋が 2問、2階は 6畳の部

屋が4間あり ます。

この施設を利用できる方は次のとおりですが、 60歳

以上の方と市長が適当と認める方は優先して使用でき

るようになっています。

(1)本市に居住する者並びに市内の事務所、事業所等lζ

勤務している者及びその家主実。

(2)その他市長が適当と認める者。

※使用方法、使用料は次のページをごらん下さい。
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永敬之 印刷所/合同印刷

小浜お!iむら荘

市民の休養施設
10月18から
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(2) 

国
の
制
度
に
よ
る

りむおお市政だより

十
月
一
日
か
ら
国
の
制
度
に
よ

る
、
六
十
五
歳
l
七
十
歳
未
満
の

ね
た
き
り
老
人
等
を
、

支
給
対
象

と
す
る
、
ね
た
き
り
老
人
等
医
療

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

左
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ

る
方
は
、
年
金
証
書
(
そ
れ
に
類

す
る
証
書
)
か
、
身
体
障
害
者
手

帳

(戦
争
病
者
手
帳
)
及
び
、
保

険
証
と
印
鑑
を
持
参
し
て
、
新
た

に
福
祉
事
務
所
で
、
申
請
の
手
続

を
し
て
下
さ
い
。

昭和48年10月1日
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川
国
民
年
金
法
(
一
・
二
級
)

年
金
証
書
持
参
の
こ
と

同
身
体
障
害
者
福
祉
法
(
一
・
二

-
三
級
及
び
、
四
級
の
一
部
)

身
体
障
害
者
手
帳
持
参
の
こ
と

付
そ
の
他
関
連
法

厚
生
年
金
保
険
法
船
員
保
険

法
(
職
務
外
の
事
由
に
よ
る
廃

疾
に
係
る
部
分
)

国
家
公
務

員
共
済
組
合
法
(
私
立
学
校
共

済
組
合
も
含
む
)
公
共
企
業

体
職
員
等
共
済
組
合
法
地
方

公
務
員
等
共
済
組
合
法
農
林

漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法

(
一
・
二
級
の
方
)

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
船
員

保
険
法
(
職
務
上
の
事
由
に
よ

る
廃
疾
に
係
る
部
分
)
国
家

公
務
員
災
害
補
償
法
地
方
公

務
員
災
害
補
償
法

(一

l
四
級
の
方
)

年
金
証
書
持
参
の
こ
と

思
給
法
(
特
別
項
症
l
等
四
項

症
ま
で
)
手
帳
持
参
の
こ
と
。

従
っ
て
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い

る
、
ね
た
き
り
老
人
医
療
と
、
大

村
市
心
身
障
害
者
医
療
の
、
そ
れ

ぞ
れ
の
資
格
者
証
は
、
十
月

一
日

以
降
は
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で

十
分
ご
注
意
下
さ
い
。

な
お
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
四

l
六
級
に
該
当
の
方
は
、
現
在
お

持
ち
の
資
格
者
証
で
診
療
が
続
け

ら
れ
ま
す
の
で
新
た
に
申
請
の
手

続
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

小浜おおむら荘の「

L 利用のしかた

市
民
の
休

養
施
設
『
小

浜
お
お
む
ら

荘
』
の
利
用

方
法
は
次
の

と
お
り
で
す

1
利
用
の

方

法

使
用
申
込

は
社
会
謀

(
市
役
所

内
)
で
受

け
付
け
ま

す。
2
使
用
料

下
記
の
と

お
り
。

色みじ・あ じさ い 普賢 C12.5畳)
つじ・はまゅう (各 6畳) 妙見 (15畳)

区 分

老人(60歳以上〉 600円

宿 泊料

c1き人)につ
一般C16歳以上) 900円 750円 900円 750円

小 ・中学生 700円 550円 700円 550円
(61主以上16歳未満)

部屋使用料

c1室1時聞につき〉
100円 200円

朝 食 150円

食事料 タ 食 350円

特別食 350円以上

1.入場税制円 採暖料1台につき50円、奉仕料10パ
一セントを加算する。

2.その他市長が適当と認める者の使用料(食事料を

備 考 除く〉は 2割増とする。

3. 6歳未満の者の使用料 (食事料を除く 〉は、無料

とする。ただし寝具を使用する場合は、小・中学

生とみなす。

おおむら荘使用料

①

①

①

①

G
①

①

①

 

二
、

1
1

二

1』
f
之
、
三

五
十
一
万
九
千
円
で
す
。

赤
〉
羽
浪
共
司
募
金

一-L
し
司
寸
十
P
1
4
J
ノ

F
H
4
E君
メ
一
、
-
た
す
け
あ
い

l
iつ
ま
り
社
会

同

月

1
日

i
吃

月

剖

日

連
帯
の
精
神
に
も
と
づ
い
て
、
自

赤
い
羽
十
六
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
分
の
で
き
る
こ
と
を
進
ん
で
お
こ

根

を

シ

ン

共

同

募
金
は
み
ん
な
の
善
意
に
な
う
の
が
福
祉
国
家
に
お
け
る
社

ボ
ル
と
し

よ
る
浄
財
が
大
き
く
積
み
上
げ
ら
会
人
の
道
徳
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

て
国
民
総
れ
、
民
間
社
会
福
祉
施
設
、
ね
た
お
互
い
が
豊
か
な
心
を
出
し
あ

ぐ
る
み
の
き
り
老
人
、
重
度
心
身
障
害
児
な
っ
て
、
福
祉
施
設
の
み
な
さ
ん
の

た
す
け
あ
ど
へ
配
布
さ
れ
、
社
会
福
祉
を
進
た
め
、
ま
た
不
幸
な
方
々
の
た
め

い
運
動
が
め
る
う
え
に
大
き
な
力
と
な

っ
て

そ
し
て
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め

始

ま

っ

て

い

ま

す

。

『

赤

い

羽

根

』

に

ど

協

力

を

お

願

今
年
で
二
今
年
の
大
村
市
の
目
標
額
は
百
い
し
ま
す
。

ーー
老
人
を
う
や
ま
い
伸
び
ゆ
く
子
ど
も
の
夢
を
そ
だ
て
ま
し
ょ
う
。

/
 

/憲

ね
た
き
り
老
人
等
の

医
療
制
度
始
ま
る

市

章

民



昭和48年10月 1日
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りむおお市政だより(3) 

軍副

水
と
緑
と
花
に
つ

つ
ま
れ
た
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

「軍人恩給の一部改正「

」一年額の増額等 J

-・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・圃・・・・・・・ーーー・・圃圃--• . 
' E 
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こ
の
た
び

軍
人
思
給

の一

部
が

次
の
と
お

り
改
正
さ

れ
ま
し
た

て

恩
給

年
額
の

増
額
二

三

・
四

ど
O

〈
ノ

て

旧

軍

人
等
の

加
算
年

の
金
額

計
算
の

算
入

七
十
歳

以
上
の

老
齢
者

に
給
す
る
普
通
恩
給
文
は
扶
助

料
の
年
額
の
計
算
の
基
礎
と
な

る
在
職
年
の
年
数
が
四
十
年
に

達
す
る
ま
で
を
限
度
と
し
て
算

入
す
る

一、

六
十
歳
以
上
の
旧
軍
人
等
の

加
算
減
算
率
の
緩
和

一
、
一

般
文
官
の
戦
務
加
算
年
の

旧
軍
人
等
の
思
給
の
基
礎
在
職

年
へ
の
算
入
、

一
般
文
官
の
戦

務
加
算
年
を
も
算
入
す
る

一
、
海
外
等
に
お
い
て
抑
留
さ
れ

た
一

般
文
官
に
対
す
る
加
算
措

置
終
戦
後
海
外
、
南
亜
諸
島
に

お
い
て
抑
留
さ
れ
て
い
た
一
般

文
官
で
帰
国
す
る
ま
で
の
在
職

期
間
の
一
月
に
つ
き
一
月
の
加

算
年
に
準
ず
る
在
職
年
の
割
増

し
を
す
る

一、

傷
病
思
給
の
特
別
加
給
額
の

引
上

一
、
扶
養
家
族
加
給
額
等
の
引
上

一、

増
加
思
給
受
給
者
の
扶
養
遺

族
加
給
年
額
の
増
加

一、

外
国
特
殊
機
関
職
員
の
在
職

期
間
の
通
算
条
件
の
緩
和

一
、
戦
犯
容
疑
者
の
拘
禁
期
間
の

通
算

こ
れ
ら
の
改
正
は
十
月
一
日
か

ら
実
施
す
る

一、

思
給
法
に
つ
い
て
は
各
地
区

に
軍
思
の
役
員
が
居
ま
す
の
で

ご
相
談
下
さ
い
。
な
お
七
十
歳

以
上
の
普
通
思
給
、
扶
助
料
の

申
立
に
つ

い
て
取
り
ま
と
め
世

話
を
し
て
お
り
ま
す
。

遺
族
援
護
法
関
係

一
、
準
軍
属
の
遺
族
に
支
給
さ
れ

る
給
与
金
を
遺
族
年
金
と
同
額

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
九
月
二
故
を
防
ぐ
た
め
、
市
内
各
所
で
街
一

十
一
日
か
ら
十
日
間
に
わ
た
っ
て
頭
指
導
を
行
な
い
ま
し
た
。
一

全
国
い
っ

せ
い
に
実
施
さ
れ
ま
し

九
月
二
十

一
日
は
、

市
長
を
は
一

た
が
市
は
、
こ
の
運
動
に
呼
応
し
じ
め
交
通
安
全
協
会
平
、
母
の
会

一

て、

市
民
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
市
職
員
な
ど
の
み
な
さ
ん
が
交
通

一

う
と
関
係
機
関
の
協
力
で
、
期
間
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

一

中
毎
朝
、
出
勤
及
び
通
学
時
の
事

一

多ζ

通

安

全

運

動

に

市

長

も

街

頭

指

導

と
す
る

て

日

華
事
変
中
に
内
地
な
ど
で

勤
務
に
関
連
し
て
死
亡
し
た
軍

属
準
軍
属
の
遺
族
に
特
別
遺
族

給
与
金
を
支
給
す
る

て

こ
れ
ら
改
正
は
十
月

一
日
か

ら
実
施
す
る
。

④
特
別
給
付
関
係
に
つ
い
て

一
、
戦
没
者
の
父
母
、
戦
没
者
の

妻
に
特
別
給
付
金
を
増
額
し
て

継
続
す
る

戦
没
者
の
父
母
三
十
万
円
五
年

償
還

戦
均
一
者
の
妻
六
十
万
円
十
年
償

還こ
れ
ら
の
特
別
給
付
金
は
四
月

一
日
に
遡
及
し
て
適
用
す
る
援

護
法
に

つ
い
て
は
遺
族
会
に
相

談
員

(
中
村
稔
子
)
が
居
ま
す

の
で
ご
相
談
下
さ
い

な
お
戦
没
者
の
父
母
、
妻
の
特

別
給
付
金
請
求
に
つ

い
て
は
遺

族
会
で
お
世
話
し
て
い
ま
す
。

④
特
別
弔
慰
金
の
一請
求
に
つ
い
て

て

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
以

後
の
戦
没
者

一
、
遺
族
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

を
受
け
た
者
、
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
を
受
給
し
た
者
で
昭

和
四
十
年
四
月

一
日
か
ら
四
十

七
年
三
月
三
十
日
ま
で
の
聞
に

死
亡
さ
れ
た
者
。

①
軍
人
の
一
時
恩
給
の

請
求
に
つ
い
て

一、

実
役
引
続
三
年
以
上
七
年
未

満
の
者
、
下
士
官
以
上
経
験

一

年
以
上
の
者
。

※
詳
し
く
は
市
社
会
課
文
は
相
談

員
に
問
合
せ
下
さ
い
。

地
代
家
賃
便
乗
値
上
げ
に

を

ら

を

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
及
び

課
税
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
地

方
税
法
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
が
、
乙
れ
に
関
連
し
て
借
地
人

ま
た
は
借
家
人
に
対
し
て
、
土
地

に
対
す
る
税
負
担
が
増
加
し
た
こ

と
を
理
由
に
、
地
代
ま
た
は
家
賃

い

よ

う

に

の
不
当
な
引
上
げ
を
求
め
る
例
が

あ
る
よ
う
で
す
。
税
負
担
に
つ
い

て
は
激
変
綾
和
の
調
整
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
当
事
者
間

で
税
負
担
の
実
情
を
十
分
明
ら
か

に
し
て
便
乗
値
上
げ
に
な
ら
な
い

よ
う
ど
留
意
下
さ
い
。

市

民

割

思

章
)

『
セ
イ
ダ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
」

の

防

除

を

晩
秋
の
と
ろ
休
耕
田
や
空
地
に

背
丈
程
も
あ
る
草
が、

黄
色
い
花

でケ
」
つ
け
、
こ
の
花
粉
を
吸
い
込
む

ザ
と
ゼ
ン
息
を
お
こ
す
ア
レ

ル
ギ
ー

一
体
質
の
人
が
い
ま
す
。
ま
た
地
下

一
茎
の
成
長
が
盛
ん
で
乙
れ
が
野
不

一
ズ

ミ
の
食
糧
と
な
り
ま
す
。

一

こ
れ
の
防
除
に

つ
い
て
は
『
接

~
触
型
除
草
剤
ク

ロ
レ

l
卜
・

ソ
l

v

ダ

(塩
素
酸
ソ
ー
ダ
)
』
の
散
布

一
が
よ
い
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
⑨
使
用
上
の
注
意
と
し
て

一
凶
作
物
に
害
が
あ
る
の
で
非
農
耕

《

地

の
除
草
に
だ
け
適
用
の

こ
と

~
ω
作
物
や
植
木
に
か
け
ぬ
こ
と

市
川
引
火
性
、
腐
触
性
が
強
い

ザ
凶
土
中
で
の
効
力
期
間
が
長
い
の

出

で
散
布
後
の
作
付
に
注
意
。

一
④
使
用
基
準

一

十
ア
ー
ル
当
り
の
使
用
量

一

九
十
八
Mm水
溶

剤

六

t
八
均

匂

五
十

i
七
十
Mm粒
剤

・
粉
剤

V

九
除
以
上

ザ

二
十
五
労
粒
剤

・
粉
剤

掛

三
十

t
四
十
均

《
※
水
溶
剤
は
三
百

2
の
水
に
う
す

向

め
て
使
用
し
、
粉
剤
・
粒
剤
は

~

そ
の
ま
ま
使
用
す
る
。



(4) りむおお市政だより昭和48年10月1日

『
体
育
の
日
』

10月 10日

市

民

球

技

大

会

⑨
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

市

営

球

場

⑨
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

十
月
十
日
は
『
体
育
の
日
』

で

す
。

こ
の
日
を
機
会
に
日
ご
ろ
の

運
動
不
足
を
再
認
識
し
、
毎
朝
体

操
を
し
た
り
、
歩
い
た
り
、
自
分

に
ふ
さ
わ
し
い
運
動
を
選
ん
で
、

運
動
不
足
を
解
消
し
て
、
り
つ

は

な
身
体
を
つ
く
り
た
い
も
の
で
す

市
は
こ
の

『
体
育
の
日
』
を
意

義
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
、

次
の

-S
E
S
E
B
a
-
-
a
'
E

・2
-
1

• 
圃圃

• • • • • • 
圃

• 
圃

• • • • • • • • • • • • 
闘醐

• • 
圃園田

• • 

~ 

親

切

市
民
体
育
館

と
お
り
市
民
球
技
大
会
を
開
催
し

ま
す
。こ

の
球
技
大
会
は
市
内
の
各
地

区
で
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
ソ

フ
ト

ボ
ー
ル
十
チ
i
ム
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
九
チ

l
ム
の
精
鋭
が
、
各
地
区

の
名
誉
を
か
け
て
九
時
か
ら
市
営

球
場
と
市
民
体
育
館
で
優
勝
を
競

い
ま
す
。

楽団名はないけれど

b年寄 りを慰問

で

き

勤労青少年ホームの

音楽同好者

ま

り

各
地
区
の
予
選
に
参
加
し
た
の

は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
百
十
七
チ
ー

ム
千
七
百
五
十
五
人
、
バ
レ

ー
ボ

ー
ル
が
六
十
二
チ

i
ム
、
九
百
十

五
人
で、

年
々
技
術
も
向
上
し
て

盛
大
に
な

っ
て
お
り
ま
す。

な
お
、
当
日
は
開
会
式
で
体
育

功
労
者
と
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
す。

大

大

i:r 

海岸の清掃をする青年団のみなさん

大村湾を美しく寸

し市青年団の実践活動

九
月
十
五
け
の

『
敬
一
と
の
口
』

に
、
日
ご
ろ
出
労
青
山
グ
年
ホ

?・ム

で
練
引
を

し
て
い
る
長
楽
同
好
者

の
み
な
さ
ん
は
、
同一-小
一
非
前
年
寄
り

を
愚
問
し
た
い
と
、
老
人
一
福
祉

セ

ン
タ
ー
さ
く
ら
引
で
，
庁
辺
市
ー
奏
や

歌
な
ど
を
ひ
ろ
う
し
て
、
お
年
寄

り
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

3
3
3
2
3
'
z
g
E
Z
E
E
S
E
E
E
a
-
-
B
E
a
-
-
• • • • • • • • • • 

圃

--
• • • • • • • • • 

-
a
 

• • • • • • • • 
圃

• 
'
 

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
山
上
義
信

さ
ん
ぞ
リ
!
ダ
!
と
し
た
同
好
者

弔
、
忙
し
い
合
聞
を
利
用
し
て
の

棟
わ
だ
け
に
、
ま
だ
楽
団
名
も
つ

け
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
若
者
の
熱

志
ア
'
A
1

凶
の
慰
問
と
な
っ
た
わ
け

や
ム
G

ノ。

/を

守

市

民

る

な

り

市
青
年
団
連
絡
協
議
会

(上
野

孝
幸
会
長
会
員
三
六

O
名
)
で

は
、
郷
土
の
発
展
に
若
い
ェ

、不ル

ギ
ー
を
発
散
し
て
お
り
ま
す
が
、

乙
の
度
美
化
運
動
の

一
端
と
し
て

「
美
し
い
大
村
湾
を
守
ろ

-つ」
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

第
一

回
の
実
践
活
動
と
し
て
、

九
月
二
十
三
日
(
日
)
干
潮
時
の
夕

方
八
十
名
の
会
員
が
玖
島
崎
の
海

岸
の
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

海
岸
の
ゴ
ミ
や
浮
流
物
の
多
い
の

に
驚
き
、
こ
れ
か
ら
は
、
市
民

へ

の
呼
び
か
け
を
含
め
て
、
実
践
活

動
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
解
散
し

ま
し
た
。

品

w
愈

@

事

越
冬
ハ
エ

の

駆
除
を

今
、
が
チ
ャ
ン
ス
グ

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
旭
川
モ
ハ

エ

が
多
く
な
る
季
節
で
す
。

こ
の
時
期
に
家
庭
の
内
外
を
中

心
に
越
冬
ハ

エ
の
駆
除
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
冬
の
一
匹
は
、
夏
の
一

万
匹
に
な
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す

が
、
確
か
に
冬
の
一
匹
が
春
に
な

っ
て
産
卵
し、

そ
れ
が
ふ
化
し
、

一
週
間
か
ら
十
日
位
で
成
虫
に
な

ま

し

よ

'つ
。

り
、
雄
が
約
二
十
日
間
、
雌
が
三

十
日
か
ら
六
十
日
間
位
活
動
を
続

け
ま
す
。

駆
除
を
す
る
場
合
は
、
成
虫
駆

除
と
同
時
に
幼
虫

(発
生
源
)
の

駆
除
も
行
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い

地
域
ぐ
る
み
、
町
内
ぐ
る
み
で

駆
除
を
行
い
、
越
冬
ハ
エ
の
退
治

を
し
ま
し
ょ
う
。

。

駆

除

す
る
場
所

成
虫
駆
除
1

家
の
中

(油
済
を

使
用
し
て
煙
霧
消
毒
を
す
る
)

幼

虫

駆

除

便

そ
う
、
ゴ
ミ

箱
、
堆
肥
舎
、
畜
舎
な
ど
(
乳

剤
の
四
百
倍
液
を
ジ
ョ
ロ
な
ど

で
散
布
す
る
)

。

消

毒

用

の
機
械

(
煙
霧
機
)

は
貸
出
し
ま
す
の
で
早
目
に
申

込
み
を
し
て
下
さ
い
。

。

防

疫

用

薬

剤
の
申
込
み
は
、

町
務
連
絡
員
か
、
又
は
そ
れ
に

か
わ
る
代
表
者
が
衛
生
課

へ
申

請
し
て
下
さ
い

。

市

民

憲

立

阜

)
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老
人
を
う
や
ま
い
伸
び
ゆ
く
子
ど
も
の
夢
を
そ
だ
て
ま
し
ょ
う
。

誕生ノース

家族そろって参加しよう

コトンハ ー マ不

の
で
し
ょ
う
か
。

オ
リ

エ
ン
テ
l
リ
ン
グ
は
、
自

然
の
山
野
に
設
け
ら
れ
た
、
い
く

つ
か
の
ポ
ス

ト
(
地
点
)
を
、
参

加
者
が
地
図
と
コ
ン

パ
ス

(
磁
石
)

を
頼
り
に
示
さ
れ
て
い
る
番
号
順

に
探
し
当
て
、
で
き
る
だ
け
短
時

間
に
.
コ
ー
ル
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す

我
が
国
に
お
い
て
は
、

本
格
的

な
O
L
も
今
後
行
う
よ
う
に
な
る

で
し
ょ
う
が
、
現
在
は
「
徒
歩

O

L
」
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す

「
徒
歩

O
L」
の
特
徴

川
三

l
五
名
の
パ
ー
テ
ィ
ー
単
位

で
行
わ
れ
る
こ
と

同
走
る
こ
と
を
禁
じ
、
徒
歩
で
行

・
つ
乙
と
。

④

二
十
一
世
紀
の
大
衆
ス
ポ
ー
ツ

オ
リ

エ
ン
テ

i
リ
ン
グ
の
魅
力

は
、
未
知
の
所

へ
行
く
と
い
う
興

味
、
自
然
に
親
し
み
自
然
を
克
服

す
る
と
い
う
欲
望
、
地
図
と
コ
ン

パ
ス
を
使
う
ク
イ
ズ
と
い

っ
た
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

グ
歩
け
歩
け
運
動
か
が

盛
ん
な

今
日
、
こ

の
O
L
は
楽
し
い
も
の

と
な
る
で
し
ょ
う
。
又
、
体
力
つ

く
り
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

山
の
遭
難
防
止
と
い
う
点
か
ら
も

意
義
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い

で

し
ょ
う
か
。

①
公
認

O
Lパ
ー
マ
ネ
ン
ト
・
コ

ー
ス
と
は

オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ン
グ
の
入
門

と
し
て
、
ま
た
体
力
つ
く
り
の

一

手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
た
オ
リ
エ

ン
テ

l
リ
ン
グ
の
常
設

コ
i
ス
の

こ
と
で
す
。
誰
で
も
、
い
つ
で
も

コ
l
ス
に
行
き
、
地
図
と
コ
ン
パ

ス
を
用
い
で
回
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。地

図
と
コ

ン
パ
ス
は
市
教
育
委

員
会
体
育
課
に
あ
り
ま
す
の
で
、

誰
で
も
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す

ま
た

コ
ン
パ
ス
の
使
用
法
も
指

導
し
ま
す
。

よ
く
「
パ

l
マ
、
不
ン
ト
コ

l
ス

は
一

回
行
っ
て
く
る
と
ポ
ス
ト
の

位
置
は
も
ち
ろ
ん
、
地
形
を
覚
え

て
し
ま
う
の
で
、

二
回
、
三
回
と

行
く
と
相
味
が
な
く
な
る
の
で
は

-
途
中
で
一
時
間
の
昼
食
時
間
を

と
る

・
閉
会
式

午
後
三
時

l
三
時
三
十
分

申
込
先

市
教
育
委
員
会
体
育
課

申
込
方
法

イ

家

族

(
三

t
五
名
)

ロ

グ
ル
ー
プ

ハ

個

人

い
ず
れ
か
の
単
位
で
別
様
式
に

よ
り
ハ
ガ
キ
で
申
込
む
こ
と
。

申
込
期
日

十
月
三
十
一
日

参
加
上
の
注
意

-
身
軽
な
服
装
で
長
そ
で
、
長
ズ

ボ
ン
、
厚
底
の
く
つ
が
よ
い

-
昼
食
水
筒
は
各
自
準
備
す
る

-
赤
ボ
ー
ル

ペ
ン
、
又
は
赤
鉛
筆

.
コ
ン
パ
ス

・
地
図
は
主
催
者
で

準
備
す
る

-
天
院
の
都
合
で
実
施
で
き
な
い

場
合
は
、
主
催
者
で
参
加
グ
ル

ー
プ
の
責
任
者
に
連
絡
す
る

・
責
任
者
は
必
ず
連
絡
の
電
話
番

号

(無
い
時
は
取
次
)
を
明
記

申
込
様
式

な
い
か
」
と
い
う
疑
問
を
も
っ
人

も
い
ま
す
が
、
我
が
国
は
幸
い
に

も
四
季
が
あ
り
、
四
季
に
よ
っ
て

自
然
の
状
況
が
変
化
す
る
の
で
、

何
回
行

っ
て
も
楽
し
い
も
の
で
す

ま
た

O
L
の
形
式
も
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
の
で
、

何
回
行

っ
て
も

興
味
を
失
わ
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
た
び
市
に
も
公
認
り

L
パ

ー
マ
、
不
ン
ト

・
コ
ー
ス
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
総
理
府

・
国
民
体

力

つ
く
り
事
業
協
議
会
一

・
長
崎
県

に
よ
っ

て
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
す

名
称

長
崎
県

O
L
パ
1

マ
、
不
ン
ト
コ

l

三
城

コ
!
ス

公
認

一

ス

7

七
九
号

コ
i
ス
の
概
略
(
約
十
キ
ロ
)
市

立
図
書
館

l
久
原
1

木
場
l
烏
帽

子
谷
|
水
計
l
忠
霊
塔

公
認

O
L
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
コ
!
ス

オ
ー
プ
ン
記
念
フ
ァ
ミ
リ
ー
大
会

次
の
と
お
り
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

男
女

・
年
齢
に
関
係

な
く
ふ
る

っ
て
申
し
込
み
下
さ
い

実
施
要
領

主
催

長
崎
県
教
育
委
員
会

大
村
市
教
育
委
員
会

日
持

十

一
月
十
一
日

(
日
)

午
前
九
時

①
オ
リ
エ
ン
テ
i
リ
ン
ゲ
と
は

オ
リ

エ
ン
テ

l
リ
ン
グ
(
略

O

L
)
は
、
主
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
中
心

に
行
わ
れ
て
い
る
非
常
に
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

特
に
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
に
お
い
て

は
が
森
の
ス
ポ
ー
ツ
グ

と
し
て
親

し
ま
れ
、

O
L人
口
で
も
世
界

一

を
誇

っ
て
い
ま
す
。

き
て
、
こ
の
オ
リ
エ
ン
テ

l
リ

ン
グ
と
は
、
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
な

集
合
場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
西
三
城
町
)

日
程

・
受
付

午
前
九
時

i
十
時

-
開
会
式

・
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
指
導

午
前
十
時

l
十

一
時

-
徒
歩
オ
リ

エ
ン
テ
l
リ

ン
力
ノ

午
前
十
一
時

l
午
後
三
時

市

イ
パ
ー
テ

ィ
ー

ロ
参
加
者
氏
名

ハ

責
任
者
氏
名

ニ

電
話
番
号 民

霊室 1
疋~~

立
阜
J

名

年
齢

性

別

年
齢

性
別

局

番
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りむおお

注
射
と
検
診

十
八
年
度
の
市
民
税
の
税
額
を

お
た
ず
ね
し
ま
す
の
で
必
ず
調

べ
て
き
て
下
さ
い
。

V
禁
忌
者

市政だより

園
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ

ン
の
投
与
を
う
け
ま

し
ょ
う

川

発
熱
や
下
痢
を
伴
う
急
性
疾

患
者

凶
重
症
結
核
患
者
、
心
臓
血
管

系
疾
患
者
、
病
後
衰
弱
者
、
栄

養
障
害
者

V

該
当
者

生
後
三
ヵ
月
以
上
経

過
し
た
も
の
で
初
回
投
与
を
v

つ

け
て
い
な
い
も
の
、
及
び
二
回

目
の
投
与
が
す
ん
で
い
な
い
も

の。

V
料
金

白

川

同
月

川

門
H
U
川
川

年

川

n
k
u
川

4
4
E
川
川

和
川

田
川

曜当番医

|所在地 [電

日10月の

日 |診療科呂 |

無
料
で
す
が
、
昭
和
田

話

①-4330 
①-4501 
①-8517 

名

皮膚科 4 佐伯医院 |武部

整形外科 |牟田整形 |乾馬場

内 科 |毛利医 院 |ーノ郷

院医

7 

匝配

間

種
痘
及
び
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
後

一
ヵ
月
を
経
過
し
て
い

な
い
も
の
。

②-4112 
②ー6015
①-230o 

η
ぺ
υ
円
ノ
u
n
A
U

円

J

-h
u
n
U

門

/
t

円
ノ

』

円

X
U

円
ノ
“

内
ノ

u

，Aを

②

②

③

 

町

訪

町

日

本

春

諏

東

院

科

形

医

札

整

村

酌

松

中

出

貞

利

科

科

s
h

f

f

唱ド
a

開
児

初

内

小

整

玖島

松並町

松並

松尾医院

後藤医院

山 道外 科

14 

健

康

で

仕

事

に
②-3878 
②-4300 
①ー8355

21 

内 科 |藤井医院

整形外科 i松永整形

産婦人科 1桝本医院

な
お
、
当

日
は
母
子
手

帳
を
も

っ
て

き
て
下
さ
い

※
日
程
は
下

記
の
と
お
り

生ワク投与日程表

会場名 |投与日

市役所 I10/30 

萱瀬出張所 |叩/30

諏訪公民館 I 10/31 

三浦診療所 I 10/31 

鈴田出張所 I 10/31 

竹松本町公民館 I 11 / 1 

福重出張所 I 111 1 

中地 区 公民館 I11/ 2 

松原出張所 I 11/ 2 

時聞はいずれ色 午後2時-3時

圃
妊
婦
及
び
乳
幼
児

健
康
相
談

月日 場 所 時 間

10 / 3 三浦診療所 <:):30""""11:00 
10/ 9 鈴田出張所 9:30，..，....11:00 

10/11 萱瀬出張所 1:1:30，..，....15:00 

10 /12 竹松出張所 1日3::∞3〕~~1151∞∞ 

10 /16 福重出張所 9:30""""11:00 
10/17 松原出張所 9:30""'11:00 

圏
三
歳
児
健
康
診
査

対
象

昭
和
四
十
五
年
四
月
生
れ

の
人
及
び
昭
和
四
十
四
年
八
月
か

ら
昭
和
四
十
五
年
三
月
生
れ
の
人

で
、
健
診
を
受
け
て
い
な
い
人

日
時

十
月
二
十
三
日

午
前
九
時
三
十
分

l
十
一
時

午
後
一
時

l
ニ
時
三
十
分

場
所

市
役
所
大
会
議
室

※
母
子
手
帳
を
必
ず
持
参
し
て
下

さ
い
。

料
金
は
無
料
で
す
。

園
妊
婦
教
室

※ 10月11日は乳幼児検診のみ

妊
婦
中
を
元
気
に
過
し
、
丈
夫

な
赤
ち
ゃ
ん
を
生
み
育
て
る
た
め

の
一
環
と
し
て
、
妊
婦
教
室
を
開

催
し
ま
す
の
で
、

多
数
ど
参
加
下

大
」い。

内
容

・
妊
娠
中
と
産
後
の
生
活

.
栄
養
に
つ
い
て

・
家
族
計
画
に
つ
い
て

時間 |信玄i

13時からi第1回1

13時から|第2回1

13時3開第1回l
13時30分I_o=!

から|第2回l
tl第3回l

※竹松地区は初妊婦のみ

は

げ

み

楽

し

い

家

庭

を

き

ず

き

ま

し
試

験

-
中
学
校
卒
業
程
度

認
定
試
験

い
ろ
い
ろ
な
事
情
(
病
気
、
そ

の
他
の
理
由
〉
で
中
学
校
を
卒
業

で
き
な
か
っ
た
人
に
対
し
て
中
学

校
卒
業
程
度
認
定
試
験
が
次
の
と

お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

願
書
受
付
期
間

九
月
十
四
日

l
十
月
十
三
日

試
験
期
日

十
一
月
三
十
日

試
験
場

県
教
育
庁
学
校
教
育
課

試
験
科
目

国
語
、
社
会
、
数
学

理
科
、
外
国
語

な
お
合
格
者
は
高
校
の
入
学
試

験
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
市
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課

へ

闘
行
政
書
士
試
験

受
験
資
格

凶
学
校
教
育
法

(
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
二
六
号
)
に
よ
る
高
等

学
校
を
卒
業
し
た
者
、
そ
の
他

同
法
第
五
六
条
第
一
項

(大
学

入
学
資
格
)
に
規
定
す
る
者

ω国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
公
務

員
と
し
て
、
行
政
事
務
を
担
当

し
た
期
聞
が
こ
れ
を
通
算
し
て

三
年
以
上
に
な
る
者

ょ甲つ。

ω知
事
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上

の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
た
者
。

試
験
方
法

行
政
書
士
と
な
る
た
め
に
必
要

な

一
般
教
養
及
び
業
務
を
行
う

に
必
要
な
基
礎
的
知
識
に

つ
い

て、

択

一
式
及
び
論
文
式
で
行

v

っ
。

試
験
日

十

一
月
二
十

一
日
(水
)

午
前
九
時
三
十
分

l
午
後
三
時

三
十
分

場
所

長
崎
県
庁

(
長
崎
市
)

県
北
振
興
局

(
佐
世
保
市
)

島
原
振
現
局

(島
原
市
)

五
島
支
庁

(
福
江
市
)

壱
岐
支
庁
(
郷
ノ
浦
町
)

対
馬
支
庁

(厳
原
町
)

受
験
申
込
先

長
崎
県
総
務
部
外
務
文
教
課

受
付
期
日

十

月
三
十
一
日

平

日

午

前

九

時

I
午
後
五
時

土
曜

日

午

前
九
時

l
正
午

。
受
験
願
書
の
請
求
、
受
験
に
関

す
る
間
合
壮
一
な
ど
を
郵
便
に
よ

っ
て
行
う
場
合
は
、
二
十
円
切

手
を
は

っ
た
あ
て
先
明
記
の
返

信
用
封
筒
を
同
封
の
こ
と
。

。
く
わ
し
く
は
長
崎
県
総
務
部
外

務
文
教
課

(長
崎
市
江
戸
町
二

番

一
三
号
電
話
長
崎
@
|

一
一

一
一
)

へ。

(
市

民

血

早

)

' 量呈
，宅吉見



一

ー
老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

の

ム

…

着

物

間

違

い

に

つ

い

て

|

…

ん

敬
老
期
間
中
の
九
月
十
五
日
に
日
に
関
係
者
に
そ
れ
ぞ
れ
お
返
し

い

山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
男
子
浴
場
で

し
ま
し
た
。

山

一
老
人
の
方
が
他
人
の
着

物

を

間

違

当

日
、
セ

ン
タ
ー
に
ご
来
館
の

一

一
っ
て
着
用
さ
れ
、
帰
宅
さ
れ
た
後
皆
様
に
は
‘
大
変
ど
迷
惑
を
お
か

一

一
調
査
し
ま
し
た
結
果
、
そ
の
方
の
け
し、

又
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

山

一
着
物
と
所
持
品
は
別
の
所
に
そ
の
た
こ
と
を
お
わ
び
か
た
が
た
お
礼

ん

ん
ま
ま
あ
り
ま
し
た
の
で
、
翌
十
六
申
し
上
げ
ま
す
。

日

ーー親

切

昭如48年10月1日
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募

集

圃
読
書
感
想
文
募
集

院
募
資
格

市
内
中
学
校

・
高
校

生
徒
及
び
市
内
在
住
者

対
象
図
書

文
学
及
び
一
般
教
養

図
書

原
稿
枚
数

四
百
字
詰
原
稿
用
紙

三
枚
以
内
で
、

一
人

一
点

院
募
締
切

十

一
月
十
日

爪
募
方
法

ィ
、
作
品
は
縦
書
き
と
し
、

ペ
ン

を
使
用

口、

自
作
未
発
表
の
も
の

ハ
、
作
品
に
は
題
名
、
住
所
、
氏

名
(
ふ
り
が
な
)
性
別
、
年
齢

職
業
(
又
は
学
校
名
、
学
年
)

図
書
名
、
著
者
名
を
記
入

りむおお市政だより(7) 

で

き

ま

り

送
付
先

大
村
市
武
部
郷
三
二
三

の
一

大
村
市
立
図
書
館

作
品
の
審
査
結
果
発
表

ィ
、
応
募
作
品
は
審
査
の
う
え
優

秀
作
品
を
決
め
ま
す

ロ
、
優
秀
作
品
に
は
賞
状
と
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す

ハ
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

聞
ー「

統
計

102 
月」

18 
日

記
念
論
文
と標

語
募
集

応
募
資
格

県
内
在
住
者
で
年
齢

性
別
は
問
わ
な
い

課
題

を{

市 '

守

る

①
論
文
論
題
は
自
由
だ
が
、
次

の
よ
う
な
趣
旨
の
も
の

川
国

・
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間

の
統
計
調
査
に

つ
い
て
の
意
見

ω緋
計
資
料
を
ど
の
よ
う
に
使

つ

て
い
る
か

ω統
計
手
法
を
職
場
で
ど
の
よ
う

に
生
か
し
て

い
る
か

叫
統
計
資
料
を
作
っ
た
苦
心
談

回
統
計
の
研
究
、
学
習
方
法
。

④
標
語
次
の
内
容
の
も
の

川
統
計
の
重
要
性
を
表
わ
す
も
の

ω統
計
思
想
の
普
及
に
役
立
つ
も

の
字
数

④
論
文
続
計
表
、
統
計
図
表
を

含
め
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十

枚
程
度

①
標
一語

一
人
三
つ
以
内

送
付
先
長
崎
県
統
計
協
会

(長
崎
県
企
画
部
統
計
課
内
)

長
崎
市
江
戸
町
二
l
一三

締

切

日

十
月
十
日

(当
日
消
印
有
効
)

応
募
作
品
は
返
却
し
な
い

標
語
は
ハ
ガ
キ
で
も
よ
い

く
わ
し
く
は
長
崎
県
統
計
協
会
へ

圃
毎
日
奨
学
生
を
募
集

毎
日
新
聞
社
'で
は
、
東
京
地
区

京
阪
神
川
中
京
地
区
及
び
九
州
、 民

ま
i
し

民

な

憲'

よ

，っ。

り

市

z生z
耳豆
、ーノ

…

清

和

国

へ

本
、
タ
オ
ル
五
枚
ム
諏
訪
吋
井
上
食
二
十
七
名
分
ム
イ
l
ビ
!
キ
ム

小

川

A
中
諏
訪
町
北
村

時

夫
さ
ん
、
す
い
か
四

・
五
キ
ロ
ラ
ヤ
、
パ
ン
三
十
四
個
ム
大
村
市

《

ヴ

雅
己
さ
ん
、
下
駄
箱

ブ
ド
ウ
五
キ
ロ
ム
向
陽
高
校
一
年
社
会
福
祉
協
議
会
、
一

万
六
千
円

一

て

机

一
ム
大
村
市
生
八
名
、
花
束

一
束
、
菓
子

一
袋

ヘ
玖
島
中
学
三
年
五
組
生
徒
十
七

山

~

青
年
団
、
菓
子
、
果

ム

上
小
路
口
藤
宵
宗
成
さ
ん
、一

名
、
花
束

一
束
、
菓
子
四
キ

ロ
、
叩

一

一

物
、
歌
ム
嬉
野
町
原

万

円
ム
池
田
九
区
吉
田
政
夫
さ

ん

歌

、
踊
ム
ろ
う
学
校
寄
宿
舎
生
徒

~

一

武
始
さ
ん
外
四
名
、

ウ
チ
ワ
三
十
六
本
ム
大
村
高
校

一

十
六
名
、
職
員
八
名
、
折
鶴

て

ん

一

え

舞
踊
A
西
本
町
岩
氷
年
生
十
一
名
、
菓
子
四
キ
ロ

、
歌

ポ

ス
タ
ー

て

歌
ム
竹
松
堺
町
原

…

一

九

満
子
さ
ん
、
菓
子
三

あ
ん
ま
ム
大
村
高
校
家
庭
科
家
庭
口
ミ
ツ
さ
ん
、
吉
川
ハ
ル
さ
ん
、

一• 

小

川

十

二倍以
、
タ
バ

コ
十
ク
ラ
ブ
員
十
五
名
、
花
束

一
束
、

松
本
ス
ミ
カ
さ
ん
、
三
千
円
ム
西

一

片

ざ

個
ム
松
並
町
坂
本
三
花
ビ
ン
一
個
、
歌
、
あ
ん
ま
ム
久
本
町
岩
永
満
子
さ
ん
、
菓
子
袋
三

一

，

こ

郎
さ
ん
、
バ
ナ
ナ
四
原
郷

一
ノ
瀬
留
作
さ
ん
、
す
い
か
十
二
袋
ム
本
小
路
園
田
清
人
さ
ん

ん

v

-

フ

~

こ

・

五
キ
ロ

、
す
い
か
五
十
六
キ
ロ
ム
三
好
町
大
石
弥
作
そ
ば
六
キ
ロ
ム
八
幡
町
松
田
勇
作

心

一

加

一
個
ム
イ

l
ビ
l
キ

さ

ん

、
一
一
千
五
百
円
ム
本
小
路
松
さ
ん
、
カ
ス
テ
ラ
六
キ
ロ
ム
日
本

…

山

り

ム
ラ
ャ
、
バ
ン
三
十
永
つ
ぎ
え
さ
ん
、
お
し
ぼ
り
二
十

専
売
公
社
大
村
出
張
所
、
タ
バ
コ
川

一

同

六
個
ム
大
村
市
農
協
五
枚
ブ
ド
l
酒
三
本
、
ム
並
松
郷
百
六
十
個
ム
長
崎
県
知
事
、
ヵ
ス

一

f
雑
誌
八
冊
ム
池
田
郷

小
山
茂
世
子
さ
ん
、
千
円
ム
杭
出
テ
ラ
六

・
三
キ
ロ

小

寄

J

…

ご

高
橋
美
佐
子
さ
ん
、

津
郷
藤
本
昭
二
さ
ん
、
テ
レ
ビ
一

ム
敬
老
週
間
の
奉
仕
事
業
と
し
て

小

吋

一

衣
類
二
点
ム
水
主
町

台

ふ
理
髪
奉
仕
団
川
上
森
雄
さ
ん

十
六
日
(
日
)
大
村
市
錨
灸
按
師
会

川

一

一

前
野
義
輝
さ
ん
、
石

外

五

名

、
毎
月

一
回
理
髪
奉
仕
ム

(
林
茂
会
長
外
十
名
)
が
池
田
郷
の

…

一

ケ
ン
七
キ
ロ

ム
古
町
自
衛
隊
陸
曹
教
育
隊
員
十
一
名
、

清
和
国
を
訪
問
し、

お
得
意
の
腕

一

ん

鈴
木
善
六
さ
ん
、
理

菓
子
七
十
三
キ
ロ
、

清
酒
二
本
、

前
を
ふ
る
っ

て
の
無
料
奉
仕
を
し

品

叩

髪
用
い
す

一
個
ム
諏
演
芸
ム
片
町
福
国
勝
美
さ
ん
、
鈴

て
お
年
寄
り
に
大
変
喜
ば
れ
ま
し

ん

，

訪
町
溝
上
太
久
馬
さ

虫
五
十
匹
(容
器
共
)
ム
武
部
郷
藤
た
。

N
 

一

ん
、
ウ
チ
ワ
四
十
一

間
頒
三
津
さ
ん
、
日
本
舞
踊
、
昼

円

'
-
J
i
J
:
{
-
f
t・
-1
3
5
5
5
5
・
te
t---・
2
2
4、er--5224・
ita-
-1
2
2
3
J
J
i
J
J・-
f
t・
-t
l
i
-
-
2
t

山
口
の
各
県
の
大
学
、
短
大
に
四

十
九
年
入
学
を

志
望

す
る
学
生

(高
校
生
、
浪
人
も
可
)
に
入
学
金

授
業
料
を
貸
与
す
る
新
聞
奨
学
生

制
度
を
設
け
四
十
九
年
度
生
を
受

付
中
で
す。

乙
の
育
英
制
度
は
学
資
、
食
費

住
居
な
ど
一

切
を
育
英
会
が
お
世

話
す
る
制
度
で
あ
り
、
父
兄
の
負

担
な
く
、
自
力
で
大
学
が
卒
業
で

き
卒
業
後
貸
与
金
を
返
済
す
る
必

要
が
な
い

こ
と
が
特
徴
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
左
記
に
「
は
が

き
」
で
申
込
め
ば
説
明
書
を
送

っ

て
く
れ
ま
す
。

北
九
州
市
小
倉
区
紺
屋
町
三
l
一

毎
日
新
聞
西
部
本
社
内

毎
日
育
英
会
事
務
局



(8) りおおむ市政だより昭和48年10月 1日
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催
し
も
の

-
池
田
の
堤

池
干
し
魚
取
り
大
会

池
田
の
堤
に
は
四
年
前
幼
鯉
三

千
匹
、
草
魚
若
干
匹
を
放
流
し
育

成
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

恒
例
の
池
干
し
魚
取
り
大
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
ご
参
加
下
さ
い
。

十
月
十
四
日
(
日
)

午
前
十
時
三
十
分
開
始

入
場
料
金

大
た
も
、
打
ち
か
ぶ
せ

千

円

中
た
も

五
百
円

ち
り
か
き
小
物
漁
具
百
円

日
時

行政相談週間

十
月
十
四
日
か
ら

二
十
日
ま
で
全
国
い

っ
せ
い
に
行
政
相
談

週
間
が
行
わ
れ
ま
す

行
政
に
対
す
る
苦

情
相
談
の
制
度
を
広

く
一
般
の
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
頂
く
た
め

の
強
調
週
間
で
す
。

役
所
の
仕
事
に
つ

い
て
の
苦
情
、
お
た

ず
ね
、
ど
意
見
等
を

注
意
事
項

雨
天
の
場
合
は

一
週
間
の
延
期

又
は
い中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

な
い
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

課
、
各
出
張
所
、
遺
族
会
で
お
受

け
と
り
下
さ
い
。

遺
族
並
び
に
、
市
民
多
数
の
参

拝
を
お
願
い
し
ま
す
。

園
畜
産
共
進
会

十
月
十
二
日
午
前
九
時

市
農
陣
、
子
豚
市
場

(森
園
郷
)

出
品
点
数

肉
用
牛

乳
牛

二
十
五
点

豚

二

十
五
点

場日
所時

四
十
点

園
東
京
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
演
奏
会

日
時

十
月
十
九
日
(
金
)

午
後
六
時
三
十
分
開
演

市
民
会
館

⑤ 
を回り今
着 植ま年
用ぐ しは
しった特
て、のに
下そ で池

池さ の 、.，ζ
田い他 入菱
青。 の 漁 な
年 足のど
団 結時が

巴は繁

図
秋
季
慰
霊
祭

十
月
二
十
日
(
土
)

午
前
十
時
三
十
分
開
式

場
所

県
忠
霊
塔

参
列
さ
れ
る
市
内
の
遺
族
の
方

の
遺
族
章
は
各
地
区
遺
族
世
話
人

を
通
じ
て
配
付
し
ま
す
が
、
届
か

日
時

お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
行
政
相
談

委
員

(
山
口
秋
博
さ
ん
、
竹
松
郷

三
七
二
の
二
、
溝
上
太
久
馬
さ
ん

中
諏
訪
町
一
三
八
、
北
野
一
松
代
さ

ん
東
本
町
二
七
九
)
へ
ご
相
談
下

さ
い
。

な
お
期
間
中
つ
ぎ
の
日
程
で
巡
回

相
談
を
行
い
ま
す
。

十
月
十
六
日
(
火
)
松
原
出
張
所

午
前
十
時

l
正
午

十
月
十
六
日
(
火
)
福
重
出
張
所

午
後
二
時

t
午
後
五
時

…
場
所

ス

ポ

、y

函
市
民
球
技
大
会

十
月
十
日

午
前
九
時

日
時

場
所ソ

フ
ト
ボ
ー
ル

市
営
球
場

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

市
民
体
育
館

開
会
式
午
前
九
時
か
ら
市
営
球

場
で
行
い
ま
す
。

ーー
公

害

や

交

通

事

故

を

起

こ

さ

ぬ

よ
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らら二三日 弾!典 もじ 歴九 崇主くし十寛村、経て五と立権を、文がた院ぷ霊 i
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申申対場日圃
込込象所時=
期先 叩

日 一 大十民
大般村 月軟

古守号車古 式
J¥話女ヨ ー{ 庭
日 1. 午球

壮ト前中
社年九 ，今

時主主

吉
田
松
陰

無
私
の
精
神

に
つ

と
め
ま
し

よ'つ。

市

民

憲
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